
呼吸器用警報器の作動状況について

1. 1:じめに

空気呼吸股JI\オ~yへの句"を知る }j訟とし 亡。製自1

当" では庇力針をJ耐11している.しかし.tE))針によ

り段"会知るには. Hで見る ーと。さらには つ101

時十加に1'1:怠し公ければ〈なら'.いといヲ不倣!~があるの

で 消防の策的特ιl彼11¥1(1)作寮あるいは長時間

しか 1，11!'I'的日作業するようとよ場fTには ) ，)めて不

合珂伝bのであり また納神的信不支をむ与える bの

である.

今川 ~IÎ' で HlJU された穫側:cu ， 3砂- 1 0同!~咽'"

.雇l'闘のlUJでI ベルが 級統的に作動する という，

わめて使何俗ものである.しかし匂がり， 1，し。 得総

~に依隊があると.人命にもかかわると L寸問題が伐

る.そ二で試後金つうじて.賓徽"の耐久作能 n.
動'EJJの変化。その他の漏問凶につ1て検品企ぷみf

ので.線告する.

2. I跨盗

111 要

二の寝柿沼HJ 坤 γへの岱!.a:t，.'{!!l!!に敗り付けら

れており， そω構造は '" のとおりである.備造
の主体を似す{l'/)!J， i~i. t u色介。以転1r"，調鍍，
t.lJ.どである.

2 作動状況

響鰍加の動何3・til!~\J. 公除却-IOkJ!{c..:とされ

てドる.ふれにιとづして作動状自記念みると " "/ 
へ内のlUJがJOka:fCBo"以上の場合は 凶21:'1，ドすよ

ヲ1':'.:1!$dU， n鈴1fl/)}j向に施れ伝いようにな。

てtる.とニろが fI:JJが。3Oka:/e咽竃以刊二〈よると

凶3に"すよう民 側盤パキの1Jにようて反伝体が

移動し。反伝弁が。 tまま でと逆の形の弓状に'.る

ので "'loはl 矢印のごと 〈打鈴弁可H:.ifれ打鈴
fr.金持し1"してベルが伝るし〈みに伝令ている.次
第に正力が低下して.10k"，四・以下の"，wrーにはる
と，関 lに示す打"11，，'ネの方ill，空気圧より大き
〈なるため， tr鈴弁を押しIHす二とができ伝<<よる
. .ー研究車

J7i 111 勇 治・

ので. tJ.t色，0:， ~~I I す ると いうむのである.
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第2図 Iえ令、 1r. f~ i動状悠凶
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3 隊験の方法および鎗果

1 打鈴時間の測定

III 方法I 当庁保HIの"盛"'1忍ボソベに腎機"を

取り付け。打鈴附thlE1J 打'"キ了庄/Jおよび打

鈴時聞を測定する.

(2) 結集

打鈴開始庄力 31句作d
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tJ除捌納庄JH:I¥，U的停止U:JJを九 とすると，

11鈴時間TIJ.-般に次えでぷされる.

T 0= V(I'，-P，) 
Q+B 
¥I:<tミyへの1;肱 (41) Q..鍬総による盈%の "~JÞ鹿島
日 人聞の呼吸量

J. /~. 努悔悟による箆匁のl'均ìt..M:Qu ， iX式の

とHリである.

，(1 ) 

似し

打鈴終了A1} 10. r.kS/CIII: 

ナI鈴時間 12分30紗

2 連続行鈴院u (耐久性能〉

{叫んυ 化嶋Il}J l開 ~1 /~1TI I ， 20 I 町~~~m;.;へに

1~I Etr '~ ，，1:けl ての先制に嘗側協ぞ取り付ける.

IIIiIC聞のlE}Jt2G-30k.c/rlll"とし 連続的に打鈴

三せ C，打鈴，'，停止する£での助川1を測定する，

12) 納~! ， I喝4のとれリである.

12) 

L : Of.峻 せずに管機泌がI'.h叶;，1': l引 J

j'..するにB毒する時間
ぷ験航汲でIJ.， P，c;3Ikg/開 1"が10..~~~ I~ml に

伝ヲて、るので!二のIE)1~ヒ Jl< r刷 し ， if~1北 R ~: 

4 ll1fmin として IJ鈴時間T~nru tると次のと1;リ

である.

呼吸.，に，祷側泌が1'，1)・ら]'(l で打 j~ fる6喋

rる叫問 ILJ， 3・1のぷ験結集から. 1 2 "~筑}怖かか

る.11<に121式から

Q= V(P，-虫ー

似し

ロ-'臼lzP=52(川
"縦~ ~.山 1)(，ナ It ， M)I/ n山 て呼吸 ~Lたとさt

W側協の作動的問TIJ.， (11えか"

.=<lf:Il=IO日=1. 8¥.n1ln)= I分<lstt
'"干5.2

てみる

2 分解綱董の鯖果

速的11給公脆I:JH て，11鈴が停止 fると L づ~;

I.IH:究明するため1 試験r~みの P令書鰍 R借金分解して

凋F較した.その結果 作動開助機憎(!足絃弁胤〉は

正常であったが。打鈴lI"'i'l協には 彫“のあとがあ

りfllの興状が認められた.ニの ニと1.1， .鰍胞か

らg起集n'lllてtるけれどIJ鈴し公いという'JI"Ji:と 4

ft L. :tず 11鈴横隔の耐久慨が少低いと判断して

間遭い 'J:~'.よム;，みに 打鈴陵情舗のJI!粍のr.!tft

，綱犯してみると，1aのとおりである.

11をみると切らかなように 打鈴介燃の峨悦Ihtt

L¥ .，ーめ.打鈴11'との当りが世{〈〈より気情小品 とfぶ

ることがM政策さ礼る.また 打fr;jf附押えの'"時.. 

散しL、ため打鉛1Ni'.の内筏H"のl例kにとも匂い

m令l'の側主が発生L，ー般の fコゼリJの現象が
生じてtrt:tが停止する bのと考えられる.写真1"
n鈴弁胞にの二されたコゼリのあと金泳すものでゐ
る.

k:"IQ I 'd;， j r鈴に望書する型'dJii:(Q><1') l.I. 

組依un~え験結県

7ド |
6 

1 11  4 

J 2 
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o ItJ ~fJ 

JO '" I~I (IIr) 

tl:1. 6. 7号嘗楓協は， 'A験11:)120q/em:，
ものはずへて30kJ:ICIn'である.
2 闘のX向lの時点において嘗制限掛6砂i!l'を与え
ると去"'もので砂J抗，.，長いもので分単位の打
鈴6どする.
3. tJj色が作，1しているとdlJ
がY<UI~ れている.

3 作動Eカ変動otU
f， m告。速続IJ鈴訴験後置により。蓮続打鈴S実技
で使制 した各嘗制'"につ、て，3.2の以験で tr 

鈴が停止する両'1および打鈴0・停止した後の作動lE

)Jの範["を測定する.

回 制見!. h 1のとおり である.
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側2湾~ No 、
打鈴停止画iJ 打鈴停止後

開始庄 |停止正 開制 I停止院
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， 30 10 12.5 

3 30 " 29 2，J，5 
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5 30 
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• 義組.時における打鈴崎間勉よぴ使綱策量
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""褒 J傘 ~l 飽食- "i; )! f句I位:min) 

』芯，'.'，名
制削，~ I打j~I';~ IUil

t 匂，

r， 1f ① m .. 3.05 2.98 

6.50 6.37 

6.5九 6.53 

11昂 l'時拘lえ min 3.10 :1. :tl 

写真1

3 耐久性能

雄総打抗試験の"'I~!~み~ ~. u少 21Ir'ki.必
人SII[rの耐久州問。:ぁリ ;i製品J>M能.-'(.1. ~I . '6¥ 

1: A: ~い.ぬもろん!製作 1 の川楢 1， あ q て 作¥:!

i'~'，の門能 ~I"lーに保 ':l !:: ~ • "i .:.とは!一鮫に'"雌と

3札口、る..11.二 試般向故の4、 JU~ ':'か勺I いむ

がLに耐久門能を"'"ろニとは出'重である.たた.

n怖が附"するという阿川が， .1. 2で述 〈たI'HW
ょff:.J-{り!，どにある とfる匂句ば.7 ¥}押縦2誌の

2 11 r 財 と いうのは十川liij(J'~じ ι っ τ 1，例外であり .

制作 iの、 Jえがあったのでは公l・かと.'，!.'.bnる.そ

引他"常減i:iU，/;J;むtl. 20個別 i~l以 Hm してい

お.二れ" ゆilによリ!コゼ9がR;1:.-1るといョ

附間的伝悦過か"ムて1" 妥吋'.よ H 思われるの

で.寝純i器の耐久的聞は!れよそ 2側ゐ刷配伎と似

京3れる.

4 作動臣カの範閲

ー般に。嘗縦おのれr，同知IL/)lJ30qio:m宮、 打

2 

(12、

11 r， w， 
" 

f長

td， t 3 t F， " 。 '} 自 '. 
2.99 2. " 3曲 2.99 F白!岨-

6.40 6.39 6. ，10 6.38 6.40 

6.62 6.66 6. :>1 6.62 6.58 

3.，12 :1. 29 :1. :13 3.:m 3.40 

%かI~(止 f る IE }Jは l nk~ fc耐と占れてt る.ぷ験

$，'， !I~で 1" )車綻UY.i，伏験1:1.号、、て コゼリによりよI

院が f'~1I:"t"るlJ.，!iUじいては はは川隙〈訴訟 rであ

ξ !か1.，コ t~ 1) に より 1"告がf1 1H るよう似~J:

!lt;1 : '.t.るら，Jr鉛IW<<ll!':1)1;1.， ~) lリ変ら匂， 'IJ:

11給付 Jl:!こJ;~、ては か〈なりの変動!!'1してLる.

ニ.j， ~ Iこ 1¥'動/1'JJのぬV刊が鮒少されたことを息

凡 rる1，つであ'人耐え IJC耐久時間〉の限界に返

" ・ r 宍椅~~では 川拠のIf鈴川川 1分問秒が敏

I'H，'J'lにま之.J縮、れるニと 1，~えら ILる.

5 むすび

今川"'W~f--:: iJ.， '11験ti敏信どの1-Jt!.か九すヘて
η問迦!I'. .'. ' • 1.'り泊rける二&はで!'.t.か。fこが。耐え
咲のら!，'~知り仰 t: 1-.伝I，I>IJ..放のと釘りである，

川作動ぬII!¥IJ， liょ"~ 3O_IOIq/......tをある.

121 快足時におけるlJj令附剛4 れよそ l分剖抄 こ

>，る.

(3) Hi'ゐに嵯するq淀川Il.J・よ そ101-(ある.

'" 宮?縦泌が!耐久))の限界近〈に」ちるとEは 11 
Sゐ時t:¥lIJ'，政砂作成 ξ終る二 とむある.

1 t~ ， 今後の対別 と し て 与え"れるーとはI 次のと

れリである.

01 作動検問臼日_40kKIt1~t) 企ー起にするためI

調節ネシ合同'I~-J る.e，.'~iI:める.

(2) 打鈴弁J杓ム問解任が..しいの<，耐牒W1.の付

rtにする.

131 打鈴 1r'~ん叩:ゐる 日 付制"，耐~化性の内で

.ei宜と ')倹える必襲がある.

II慢に， ，臨む験i二1品IJされた 前防機械3場I 川崎

鉱ZE機KK.KK{(怯恨1¥併の1悶係"1立に11'<悠謝す

匂.




